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第 1章はしがき
本邦の農山村に於ける鈎虫の淫浸状況は，近年諸
家の調査によれば相当に高率であることを示してお
り，小宮(1956)は本邦の農山村に於ける鈎虫の感
染率は平均して 20~30% 乃至それ以上と推定して
しる。終戦後，米軍 406部隊総合医学研究所と予研
と共同して本邦のほど全国的な検便を施行した調査
によれば，青森， 北海道を除いて最低は福井(13.1
%)，最高は鹿児島 (70.0%)を示し，叉群馬に於け
る水野(1952) の詳細な調査によれば 11.6~54.6% 
の感染率を示し，その他埼玉，千葉，東京，茨城など
の農村地帯の局地的な調査によれば， 20.2~82.4% 
の高率を示している。このことは鈎虫の病害作用と 
相侯って，柳沢(1957)が指摘した如く，現下の本
邦の農山村に於ける公衆衛生問題のーっとして看過
出来ない課題となっている。従って鈎虫淫浸率を確
かめることが先決であり，そのためには糞便中の鈎
虫卵の存在を証明することが，現在最も普偏的に用
いられてし、る方法である。併しながらこの方法は糞
便中の虫卵を対象とするのであるから，産卵を行つ
ていない鈎虫の寄生は発見することが出来ず，叉極
めて少数寄生で糞便中の虫卵数も亦極めて少ない場
合等には時に鈎虫卵を証明出来ないこともあり得
る。腸管内に鈎虫の堆のみが寄生する場合は，その
排世使中に鈎虫卵を見出すことが出来ないのは当然
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であるが，雌のみの寄生の場合は鈎虫不受精卵の存
在の可能性が考えられるのであるが，検便時に於い
て実際に糞便中に鈎虫の不受精卵の存在を指摘し得
た者は，最近迄殆んど皆無の状態であった。寄生
嬬虫のうち，受精卵と不受精卵との別が形態的に判
明しているのは畑虫卵のみであって，その他の嬬虫
類では不受精卵は未だ認められていない状態であ
った。姻虫以外の嬬虫類に於いても不受精卵はあ
る筈であるが，姻虫卵のように形態的に特徴をもっ
ものはなく，鈎虫に於いても Looss (1911)，小泉
(1927) (1952)がその存在の可能性につL、て推測を
行っているに過ぎなかったが，近年に至り漸く鈎虫
の不受精卵についての報告を見るに至った。
Beaver (1952)はその著にアメリカ鈎虫不受精
卵の形状を記載し，本邦に於いては横JI(1954)，松
崎(1954)，水野(1954)は鈎虫不受精卵の存在の可
能性を述べ，松崎(1955)は人体感染実験を行って
アメリカ鈎虫不受精卵を報告し，長野(1955)，森
下(1955)，川本(1955)は実験的に犬鈎虫の雌のみ
を腸管内に寄生せしめて不受精卵の検索を行い，安
羅岡(1956)，今井田(1957)，楠(1958)は犬鈎虫
雌を生体外飼育或いは腸管外寄生の実験を試みて，
夫々その不受精卵について報告している。これらの
報告は実験的に鈎虫の感染或いは invitroに於け
る飼育を試みて，その糞便中或いは medium又は
異所寄生部位に見出された不受精卵について述べて
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いるが，自然環境下に於ける鈎虫不受精卵の存在に の報告は実験的に犬鈎虫不受精卵の存在を認め，そ
ついては，森下(1955)，浅田(1955)，松崎(1956) の形状について述べているが，自然環境下に於ける
等の人鈎虫不受精卵に関する報告があるに過ぎな 犬については犬鈎虫不受精卵の存在を検索した報告
し、。 はない。
依って著者は犬鈎虫について自然感染を受けた野 而して Looss (1911)によれば鈎虫の不受精卵の
犬の調査を行い，下述の如く犬鈎虫不受精卵の検索 存在を理論的には認めるが，通常虫体は多数寄生し
を行った。即ち ているので，雌虫だけが寄生してし、る可能性は殆ん
(1)自然感染を受けた野犬に，犬鈎虫雌のみの単
どなし、から，実際的には不受精卵を見る事は出来な
性寄生があるか否か。 
(2)この犬鈎虫雌のみの単性寄生例の糞便中に，
いとしてし、るが，小泉(1952)は雌雄異体である円
不受精卵が存在するか否か。 虫類で少数の虫体が寄生する場合には，雌虫のみが 
(3)不受精卵と，受精卵の斐性を起したものを形 寄生して堆虫が居ない場合があり得るとして，その
態的に区別することが出来るか否か。 ような場合には卵細胞は受精され得ないと述べてい
以上の諸点について検索を行い，犬鈎虫不受精卵 る。
の存在並びに形状についていささか知見を得た。弦 依って著者は自然感染を受けた野犬の調査を行
に前後 2回に亘る犬鈎虫雌のみの単性寄生例に於け レ，犬鈎虫雌のみの単性寄生の犬を探し出して，そ
る不受精卵の検索成績を総括すると共に，人鈎虫不 の糞便中より不受精卵の検索を行った。従って本調
受精卵についても若干の検討を行ったので，その結 査を行うに先立って，野犬のうちに実際上，犬鈎虫
果を報告する次第である。 雌のみの単性寄生例が存在するか否かを確かめる必
第 2章犬鈎虫不受精卵の検索(予備調査〉
要があるので，以下述べる方法で予備調査を行っ
た。尚この予備調査は昭和 29年 12月より同 30年 
第 1節まえがき 3月までの聞に行い，千葉県五井保健所に抑留され
鈎虫不受精卵の存在については，実験的に行うこ た野犬 40頭について調査した。
とが比較的容易であり亦確実である為に，犬鈎虫を 第 2節検索方法
対象としてその不受精卵についての若干の報告があ り予備調査に当つては，先ず被検犬の検便を行
る。 し、，次いで屠殺剖検を行って犬鈎虫の寄生の有無、を
森下(1955)は鈎虫未感染の仔犬の小腸に切解後， 消化管のすべてにEって調ベ，雌虫のみの単性寄生
犬鈎虫雌成虫のみを投入し，その糞便中に不受精卵 例を探し出した。
の多数排i世せられるのを見出し，川本(1955)は同 2) 糞便検査は排世使並びに直腸便について行つ
様に鈎虫未感染の幼犬の十二指腸部に小孔を開い た。排世便の採取方法は，早朝被検犬を戸外運動に
て犬鈎虫の雌のみを入れ，その糞便中に不受精卵を 連れ出し，排世されつつある糞便を直接清浄なコツ
見出している。長野(1955)は犬の腸管に雌虫のみ プに受けて，地面に落ちて汚染されないように注意
を移植して不受精卵を調べたが，その存在について した。採取した排世便は可能な限り短時間内に，多
は言及してはいなし、。叉犬鈎虫の生体外飼育を試み くは 6~8 時間以内に検便に供した。排池勾便の・採取
た安羅岡(1956)は犬鈎虫成虫を Krebs-Ringer 不能の際は，被検犬を屠殺後直ちにその直腸を切り 
bicarbonate液に 0.5%glucoseを加えた medium 開き，直腸使について以下述べる方法で検便を行つ
中で飼育し，飼育後 2日に不受精卵と考えられる卵 た。
が少数産出するのを見たが，今井田(1957)も犬鈎 3) ，検使方法は浮波法と培養法を併せ行った。浮
虫雌成虫をリシゲノL液中で、飼育し，時間毎に飼育液 説法は硫苦加食塩水法を行った。'比重 1235~1240
をとりかえて行くと，次第に不受精卵を出してくる の硫苦加食塩水を 1本の小試験管に 4分の 1程度入
のを見た。叉犬鈎虫の腸管外寄生を試みた楠(1958) れ，これに被検使の 3個所以上より集めた小指頭大
は固有宿主腸管内で第 4回目の脱皮を了えた生殖器 の糞便を混入して竹棒にて充分撹持後，硫苦加食塩
の発育未だ不充分な犬鈎虫幼若成虫の雌虫のみを， 水を追加し，室温静置後 40分で浮上じた液の表面
固有宿主たる犬の腸管以外の体組織内に注入して発 の虫卵を 18x18mmの覆し、ガラスで取り，全視野
育させ，不受精卵の産出するのを見出した。これら を検鏡した。成績判定はその 6本値により虫卵の有
38
9 
-1347-第 5号 伊佐: 鈎虫不受精卵に関する知見
帯、を確かめたが，上記の方法により犬鈎虫卵陰性の その子宮内の卵について検査を行った。即ち雌虫体
場合は更に 6本以上を追加実施した。 を載せガラスの上に載せ覆いガラスで軽く押しつけ
培養法は瓦培養法を行った。被検便の 3個所以上 て検鏡じ，その子宮内の卵の有無及びその発育程度
より集めた糞便19を水を含ませた素焼きの 1枚の を調べた。
280Cの瞬卵器に納入し， 2~3週間
後に水中に移行した仔虫を検鏡することによって仔
第3節検索成績瓦に薄く塗り， 
(1) 検便成績 
40被検犬1)3虫発生の有無を確かめた。同一の糞便より同時に 例のうち，第 1表に示す如く 例
~4枚の培養を行ったが，仔虫陽性の場合は 1~2 について排世使並び7こ直腸使の検使を行い， 2例は
枚を検鏡し，陰性の場合は 3~4枚の全部を検査し 排出:便の採取不能のため直腸便のみ実施した。 
38
 例のう 
18例が陰性であっ
て確認した。 2) 排湘:便の検便成績は，浮、准法にて 
20ち 例が犬鈎虫卵陽性であり， 
は排i世便の採取当日或いは数日以内に電殺器をもっ た。
4) 次いで被検犬を屠殺して剖検を行った。屠殺
20例については，培養法
開腹後食道の下部より匹門に至る消化管を各臓器よ にて全例，仔虫陽性であり，亦その直腸便も浮説法
り切り離して取り出し，消化管は胃，小腸，大腸に 並びに培養法にて全例，犬鈎虫卵及び仔虫陽性であ
区分切断して，各々を大きな洗面器の中に置し、た細 った。
18例については，
て電殺し，多くは6時間以内に剖検を行った。先づ 前者の犬鈎虫卵陽性の 
目の簡のとに載せ，その上端より注意深く切り開い 後者の犬鈎虫卵陰性の このう 
16ち 例について排世便の培養法を実施したが，全
例，仔虫陰性であり，またその直腸便も浮活字法並び
て胃，小腸，大腸並びにその内容物について，犬鈎
虫寄生の有無及び寄生状況を調べた。虫体の寄生部
{立は十二指腸上端(幽門部〉よりの距離を測ってそ に培養法にて全例，犬鈎虫卵及び仔虫陰性であっ
の位置を記録した。 た。排世便の培養法を実施し得なかった 2例につい
5) 採虫した虫体は，その多くは 5%ホルマリン ても，その直腸便は浮説法並びに培養法にて，共に
水を入れたガラス容器に保存し，雌虫体については 犬鈎虫卵及び仔虫陰性であった。 
例の検便並びに剖検成績(予備調査〉40被検犬第 1表
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3) 次に直腸便のみ検便を実施した 2例について あった。その最多寄生数は 99隻，最少寄生数は 2
は，浮群法並びに培養法にてその 1例は犬鈎虫卵及 隻である。叉寄生鈎虫総数376隻のうち雌虫は 253
び仔虫陽性であり，他の 1例は陰性であった。 隻， 雄虫は 123隻であり，その雌雄比は 2.06:1で 
(2) 剖検成績 あった。 22例のうち， 12例が雌虫>堆虫， 3例が雌 
1) 被検犬 40例の剖検成績は， 9例が犬鈎虫は 虫く堆虫， 7例が雌虫=堆虫で、あった。更に雌虫体
無寄生であり (22.5%)，22例が犬鈎虫雌堆の両性 についてはその子宮内の虫卵検査を行い，総数 253
寄生 (55%)，7例が犬鈎虫雌のみの単位寄生(17.5 隻のうち， 247隻はその子宮内に虫卵の存在を認め
%)， 2例が犬鈎虫堆のみの単性寄生 (5%)で、あっ たが， 6隻は幼若虫体でありその子宮内に虫卵を認
た。上記の如く被検犬 40例のうち，犬鈎虫の寄生 めなかった。
群は 31例であり， 77.5%の寄生率で、あった。この め次に犬鈎虫雌のみの単位寄生群 7例につし、 
31例の寄生鈎虫総数は 394隻であり，被検犬 1頭当 ては，第 2表に示す如くその寄生虫体数は， 2例
りの平均寄生数は 12.7隻で、あった。その最多寄生 (No. 29，54)が1隻， 2例 (No.36，40)が2隻，
数は 99隻，最少寄生数は 1隻で、あったが， 15例が 2例 (No. 14，23)が3隻， 1例 (No. 42)が4 
4隻以内の少数寄生であり，犬鈎虫寄生群 31例の 隻であり， これらの総虫体数は 16隻で、あって，被 
48.4%を占めている。叉寄生鈎虫総数 394隻のうち 検犬 1頭当りの平均寄生数は 2.3隻で、あった。検鏡
雌虫は 269隻，雄虫は 125隻であり，その雌堆比は によりその子宮内の虫卵検査を行い， 16隻は共にそ 
2.15: 1で、あった。 の子宮内に虫卵の存在を確認したが，その卵細胞に 
2) 次に犬鈎虫寄生群のうち，犬鈎虫雌堆の両性 分裂像を認めなかった。
寄生群22例については， その寄生鈎虫総数は 376 4) 次に犬鈎虫堆のみの単性寄生群 2例について
隻であり，被検犬 1頭当りの平均寄生数は 17.1隻で は，各々 1隻づつの堆虫の寄生で、あった。
第 2表 犬鈎虫雌のみの単性寄生の 7例の剖検成績(予備調査〉
被犬
K番 ぶ(野騒望¥0) 骨 脚検]寄(物生品部成位)] 寄 生績状況 m体虫 績書長剖品さ)1l3 号虫雌 mデの体]検話査成器
検号 
92cm 15 十1 ，安着 
NO.14 219cm 3 92cm 13 十遊離 
S野 15(容器内〕 + 
19140cm 遊離 + 
NO.23 3235cm 20155cm 十遊離 
20 十(容器内〉 
十ぬ 291 山 m I 1 1 88cm I遊離 18 
1593cm 十遊離 
NO.36 2234cm 日交着 10116cm 十同部位の出血 
1794cm 遊離 +NO.40 2350cm 
14210cm 遊離 + 
1961cm +岐同着部{立の出血 
61cm 18日同交着部位の出血 +
NO.42 4191 cm 
61 cm 16 +遊同部離位の出血 
76cm 20遊離 + 
No判 200 cm 1 1 95 cm I遊離 16 + 
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(3) 剖検成績と検便成績の比較 第 4節者按及び小括  
1) 犬鈎虫雌堆の両性寄生群  22例の検使成績に 通常鈎虫感染率が高くなれば感染濃度も高くなっ
ついては， 21例がその糞便中より浮、離法並びに培養 て，ほど感染の広さと深さとは並行するものと考え
法を行って，犬鈎虫卵及び仔虫陽性であった。 られるが， 今回の調査によれば， 被検犬  40例のう
他の 1例 (No.44)は剖検により犬鈎虫雌堆 1隻 ち剖検により 31例に犬鈎虫の寄生が見られ，犬鈎
づつの両性寄生であったが，その排世便並びに直腸 虫感染率が 77.5%の高率であるにも拘らず，個々の
便について夫々硫苦加食塩水法 12本並びに瓦培養 犬に寄生している鈎虫数は比較的に少数であり，鈎
法 4枚を行ったが，犬鈎虫卵及び仔虫陰性であっ 虫数  4隻以内の少数寄生例が被検犬 40例のうち 15
た。この雌堆虫の寄生状況は，全長 193cmの小腸 例であり，犬鈎虫寄生群  31例の約半数を占めてい
に於いて剖検時の所見によると，雌虫は幽門部より る。これは自然環境下に於ける犬鈎虫の感染時期の 
108cmの距離の部位に寄生し， 堆虫は更に下行し 問題或いは犬鈎虫の寿命とも関係があるのではなし、
て幽門部より 150cmの距離の部位に，数匹の瓜実 かと考えられる。
条虫群の中に混在していた。雌虫の体長は  15mm 町田(1957)は犬の犬鈎虫卵陰性群に犬鈎虫の寄
であり，検鏡によりその子宮内に虫卵の存在を認め 生例の多いことは注目に値すると述べている。今回
たが，その卵細胞に分裂像を見出さなかった。 の調査期聞は冬期で、あったが，被検犬 40例のうち 
2) 次に犬鈎虫雌のみの単性寄生群 7例の検便成 19例が犬鈎虫卵及び仔虫陰性であり，このうち剖検
績については， 硫苦力日食塩水法 12本並問、に瓦培養
により 10例に犬鈎虫の寄生が見られ， その 7例が
法 4枚を行って全例，犬鈎虫卵及び仔虫陰性であっ
犬鈎虫雌のみの単性寄生で、あった。これらは 1 4ゃ 
た。更に上記の方法に於いては，その糞便中より犬
鈎虫不受卵精を見出すことが出来なかった。 隻の少数寄生であるが，犬鈎虫卵及び仔虫陰性群に
たど 1例 (No.54)に於いて，排世使の採取不能 意外に多くの犬鈎虫寄生例が見出されている。これ
の為にその直腸便のみを検便したが，硫苦加食塩水 は現在，虫体寄生の存在を糞便中の虫卵証明と云う
法にて同一便を  29回検便を行い，細胞不分裂の犬 間接方法に拠っている為に，産卵を行っていない鈎
鈎虫卵を 3個見出した。そのうちの 2個の卵につい 虫の寄生は発見することが出来ず，叉極めて少数寄
弘て述べれば，形は類円形，卵殻の輪廓はや L不明瞭 生であって，その為に糞便中の虫卵数も亦極めて少
であって，卵細胞は卵殻内に頼粒が充満した像で、あ ない場合には，時に虫卵を証明することが出来ない
り，中心部の頼粒は整っているが小さく，卵殻に近 場合もあり得るわけであって，如上の冬期に於ける
い外側の頼組はや L粗大である。他の 1個の卵につ 検査にあっては，かうかる場合も少なくないものと思
いては，その形は短楕円形，卵殻の輪廓は比較的明 われる。
瞭であって，卵細胞中に小さな水泡が見られ頼粒は 今回の予備調査によって，野犬のうちに犬鈎虫雌
卵殻内の一方に片寄っている。上述の如く硫苦加食 のみの単性寄生例が存在することが判明したが，今
塩水法により，細胞不分裂の犬鈎虫卵をその糞便中 国の調査ではその糞便中より犬鈎虫不受精卵を見出
より証明し得たので，被検犬の剖検の際に，雌虫の すことが出来なかった。然しながら寄生雌虫の全虫
見出された空腸内容の糞便を採取して，同様の形態 体は，共にその子宮内に虫卵の存在を確認し得たの
を示す虫卵の有無を検索した。空腸内容の糞便は粘 で，単性寄生の雌虫も幼若虫体でない限り，その卵
液性なる故，直接塗沫法を行った。即ち雌虫の寄生 巣より子宮内には排卵があるであろうことは認めら
部位附近の粘液を載物ガラスの上に直接塗抹し，覆 れた。而してこの子宮内の卵が，果して子宮陸部を
いガラスを軽く載せて検鏡した。直接塗沫法 25枚 経て虫体外に産出されたか否かについては，今回の
を行い，卵殻の輪廓が比較的明瞭な細胞不分裂の虫 調査では明らかにすることは出来なかった。た¥:'1 
卵を 8個見出した。それらの卵は概ね短楕円形乃至 例 (No.54)に於いて，その直腸使の中に細胞不分
類円形であり，その内容は頼粒が卵殻内に充満して 裂の犬鈎虫卵を見出し，更に空腸内容の糞便からも
いるもの，他方には卵殻がやふ膨大して内容の頼粒 同様の虫卵を検出しているが，これが果して単性寄
が散逸して片一方に寄った卵も見出された。更に空 生をしていた 1隻の犬鈎虫雌より産出された犬鈎虫
腸内容の糞便についても瓦培養法 2枚を行い，犬鈎 不受精卵であるかは明らかではない。
虫仔虫陰性であった。 次に犬鈎虫卵及び仔虫陰性群のうち，犬鈎虫雌堆
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の両性寄生例を l例 (No.44)に見出している。こ
れは雌雄虫 1隻づつの寄生であり，雌虫の子宮内に
は虫卵を認めているが， これが果して虫体外に産
卵されたかは明らかではない。而して少数寄生の場
合に，雌虫叉は堆虫の一方が幼若虫体若しくは老弱
体である為に受精能力がない時，或いは雌雄虫の両
者の寄生部位の距離が相当離れている為に受精の機
会がなレ時は，理論的には受精が行われない場合も
考えられる。この 1例の場合も雌堆虫の距離が相当
に離れて居り，更に堆虫は寄生の瓜実条虫群に混在
しているので，或いは受精の機会がなかったとすれ
ば，その子宮内の卵は受精されなかったものと J思わ
れる。
小 括:
犬鈎虫不受精卵の検索をするに当り，自然感染を
受けた野犬のうちに，実際上犬鈎虫雌のみの単性寄
生例が存在するかについて予備調査を行い，次の成
績を得た。
11:便及び直腸便の検1例について排40被検犬1)
り産出された不受精卵であるかについては，予備調
査の段階では例数が少ないことと相侯って未だ明ら
かではなかった。然しながら単性寄生の雌虫の子宮
内に同様の虫卵の存在を認めており，その卵巣より
子宮内には排卵があったであろうことは認められ
た。従って本調査に於いては，この子宮内の卵が子
宮陸部より虫体外に産出されて，即ち予備調査に於
いて見出された細胞不分裂の犬鈎虫卵が，果して不
受精卵であるかを確認する為に，排世使の他に，小
腸内容，大腸内容の糞便についても検索を行い，且
つ不受精卵は糞便中にて破壊され易いと考えられる
ので，浮波法，培養法の他に塗沫法も併せ行った。
叉予備調査では，剖検時に採取した雌虫体の多く
は 5%ホルマリ/，7](に保存し，後に検鏡を行った為
に，その子宮内の卵の有無、は観察出来るが，その発
育状況は不明確であり，更にその卵細胞が受精され
てはいないと云う証明が出来なかった。市して，犬鈎
虫では，受精卵はその子宮内で既にその卵細胞は 2 
細胞乃至 4紐胞以上に分裂を呈し，また生卵で、あれ
便を行い， 浮活字法並びに培養法にて 21例が犬鈎虫。ば培養に移すまでの処理が妥当で、あるとすれば，そ
卵及び仔虫陽性であり， 19例が陰性で、あった。
2) 犬鈎虫卵及び仔虫陰性群 19例は，剖検によ
り9例は犬鈎虫が無寄生であり， 7例が犬鈎虫雌の
みの単性寄生， 2例が犬鈎虫堆のみの単性寄生， 1 
例が犬鈎虫雌雄の両性寄生であった。
陽性群 21例は，剖検により全例，犬鈎虫雌堆の
両性寄生であった。
3)犬鈎虫雌のみの単J性寄生群 7例は，今回の調
査ではその糞便中より犬鈎虫不受精卵を見出じ得な
かったが，寄生雌虫の全虫体は，共にその子宮内に
虫卵の存在を認め，その卵巣より子宮内には排卵が
あるであろう.ことは認められた。 1例に於し、て，そ
の直腸便及び空腸内容の糞便より細胞不分裂の犬鈎
虫卵を見出したが，これが単性寄生の雌虫より産出
された犬鈎虫不受精卵で、あるかについては確認する
ことが出来なかった。白
第 3章犬鈎虫不受精卵の検索(本調査〉
第 1節まえがき
予備調査に基いて，自然感染を受けた野犬のうち
に犬鈎虫雌のみの単性寄生例の存在することが判明
したが，その糞便中には犬鈎虫不受精卵を見出すこ
とが出来なかった。たど 1例に於いて，その直腸
使，空腸内容の糞便より細胞不分裂の犬鈎虫卵を見
の多くは培養を行えば順調な発育を示す筈である。 
これに反して不受精卵であれば，その卵細胞は不分
裂{象であり，培養を行つでも発育をしない筈であ
る。従って本調査に於いては，剖検時に採虫した虫
体は直ちに検鏡を行い，更に子宮内の卵を培養して
その発育状態を調べた。
尚予備調査の検使成績では，犬鈎虫受精卵陽性群 
は，剖検により全例，犬鈎虫雌堆.の両性寄生であっ
たので，木調査に於いては，排世便の検使を行つ
て，見出し得た犬鈎虫卵がすべて細胞分裂を示して
し、たものは，犬鈎虫雌堆の両性寄生例と考えて，こ
れについては対照として一部のみ剖検を行った。
この本調査は昭和初年  6月より同 30年 10月ま
での聞に行い，千葉県五井保健所並びに中央保健所
に抑留された野犬 23頭について調査した。
第 2節検索方法  
1) 最初に被検犬の排世便を採取して浮滑法を行
い，その排世便中より細胞分裂を示す犬鈎虫卵を見
出し得なかった被検犬については，下述の如くに剖
検を行った。尚犬鈎虫受精卵陽性例の一部は，対照
として剖検を行った。
排世使の採取方法は，予備調査と同様の方法であ
る。浮説法は，今回は浮激液の影響を可及的に避け
る為に，飽和食塩水法(比重 1200前後〉を行い，成
出しているが，これが果して単性寄生の犬鈎虫雌よ?績はその 3本値により判定した。
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2) 剖検方法は予備調査と同様であるが，今回は (1950)は駆虫剤により排出された鈎虫虫体の子宮
剖検に際して，虫体寄生の有無並びに状況を調べる 内の卵の発育能を調べる目的で，死滅した雌虫を水
と共に，その腸内容の糞便を採取して，腸内容の糞 中叉は湿潤した i慮紙或いは「ガーゼJの上に置き
便についても下記の方法で虫卵の検索を行った。小 300C前後に放置して， その後の体内卵の発育を観
腸内容は十二指腸部，空腸部は概ね粘液性であり， 察し， 早い場合は 52時間後に仔虫癖化を認めた。
回腸部は糞便様のものが混在してしる。大腸内容は 著者は西村の方法に基いて，雌虫体を水分を含ませ
糞便性であり，盲腸部，結腸部，直腸部に分けて採 た「ガーゼjの上に載せ，叉は水を入れた「シヤー
取した。 レjに入れて， ~昨卵器 C280C 乃至 300C) に納入し
検便方法は，塗沫法，浮、説法，培養法を行い，殊 てそのま L放置し， 72~96 時間後にとり出して検
に寄生部位である空腸部の粘液性内容は，丁寧に採 鏡を行い，その子宮内の卵の発育状態，即ち仔虫1陣
取して主に直接塗沫法を行った。粘液性内容を載物 化の有無を調べた。
ガラスの上に直接塗沫し，覆いガラスを軽く載せて 第 3節検索成績
検鏡に供した。浮、准法は上記の如く飽和食塩水法を (1)排i世便の検便成績並びに剖検成績
行い，培養法は予備調査と同様に瓦培養法を行つ り排世便を採取した被検犬は，第3表に示す如
た。 く23例である。先ず排世便の検便を行い，飽和食 
3) 次に剖検時に採虫した虫体は直ちに検鏡を行 塩水法3木値により細胞分裂を示す犬鈎虫卵を見出
い， その子宮内の卵の有無並びにその発育程度を じ得なかったものが5例，認、めたものが 18例であ
観察し，次いで子宮内の卵の培養を行った。西村 った。
第 3表 被検犬23例の排i世便検査並びに剖検成績(本調査〉
震毒号 性犬 ;ilf市社 音リ 検犬 鈎 虫雌|堆|計 成 績その他の寄生虫
57 ♀ 中 1年 十 十 
58 ♀ /1、 2カ月 十 
59 合 中 6カ月 十 十 
60、 合 4カ月 十 十 84 66 150 犬瓜実度目条虫 5 4 
61 
62 
63 
♀ 
♀ 
♀ 
大 
~::J 
中 
3年 
1年
3年
+ 
十 5 4 9。。 。 。。 
64 ♀ 中 2年 + 
65 ♀ 中 1年 十 
66 合 中 2年 十 
67 
68 
合
合 
中 3年
2カ月
十 
十 。 G 。犬瓜実畑条虫 18 2 
69 ♀ ノト 2カ月 + +. 
70 
71 
72 
73 
♀ 
合
♀ 
合 
大 4年
大 3年
4年 
/1、 18日
十 
+ 
一 
。。 。
1 1 2 
2 。 2 
。。。 
74 ♀ 1年 十 
75 
76 
77 
♀ 
合
♀ 
中 
中 
中 
3年 
1年 
4年 
+ 
+ 10 
2 
8。 18 2 。。 
78 
79 
♀ 
合
中 
中 
1年
1年 
十 
+ 
+ 
17 7 24 。
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2) 前者の 5例については，全例剖検を行い， .2 例と，対照として犬鈎虫雌堆の両性寄生の 3例の検
例が犬鈎虫雌のみの単性寄生， 3例が犬鈎虫は無寄 索成績は次の通りである。
生であった。犬鈎虫雌のみの単性寄生の 2例 (No. (2) 犬鈎虫雌雄の両性寄生例の検索成績 
73，77)は，雌虫体の子宮内の虫卵検査とその腸内 1) No. 62 
容より不受精卵の検索を行った。 寄生犬鈎虫数は 9隻 α堆虫 5隻，堆虫 4隻〉であ
後者の 18例については， このうち 5例について る。雌虫 5隻のうち， 4隻はその子宮内に分裂像を
剖検を行い， 5例は共に犬鈎虫雌堆の両性寄生であ 呈する虫卵を認め，培養により仔虫の瞬化を認め
った。更にこの 5例のうち， 3例 (No.62，72，76) た。他の 1隻はその子宮内の卵の多数は愛性像を呈
については，対照として寄生雌虫体の子宮内の虫卵 し，少数の卵が4細胞乃至 8，細胞に分裂像を呈して
検査と腸内容の検便を行った。 いるのを認めたが，培養を行って仔虫の府化を認め
第 4表に示す如く，犬鈎虫雌のみの単性寄生の 2 なかった。
第 4表 犬鈎虫雌のみの単性寄生の 2例と対照の 3例の検索成績(本調査〉
ネ皮 t惟 虫 体 検 査 成 績 検(犬鈎虫卵使及び仔虫成検出成績績〉
検
被検 虫長犬
体
子 ト凸ι合 内 -Ws 小腸使 大腸便 排世便
番 体虫
号 のさ 検 鏡 像
数 (mm) 
100 1分裂像 |仔虫(14) 
H グ (39) 
No. 
5 12.0 1 グ (4) 十十 十 + 十 +62 
H (15) 
8.0 Iす4細る胞卵乃の至数は8少細胞なにく分，裂大部像分を呈は H 
~性像。 
;|| 2細胞ー榔分裂像を呈 1+ -1+1+1+1
1 州説明?後あり一部は長距↓高 ml.I+III+.I+ 
17
No.1 n 851I 不分裂像
73 I臼| 民。|子宮内に卵なし。 
|仔虫州十 I- 1+1一 l 
Iv.V I卵管内卵は不明瞭o ! グ σ j(語諦誌)1' j )1仰州叫)j(語舗詰
虫虻郎抑何仰1口口山(οm| l仔分裂像 
尚
76 
101引; l;::;:~I+I+I+I+I+I+ 
O l卵数は少なくし，分裂像不明瞭。(川 
一部は崩壊像を呈す。 I

刊の i子宮内卵は崩壊して流動状。 I口 市川、l
す121 …I 4--.5 個のみ虫卵として認む。|汀虫ザノI(:~\I -I(:~\I -/十 一 
0] ω;(蒜)J J(読)/ j(諦)長会驚て少ない。] 11 
-' 
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腸内容の検便を行って，小腸便，大腸便より夫々 て弄薄であって，その内容は概ね同大の卵細胞の頼
犬鈎虫受精卵を検出した。 粒により充されてしる。 
2) No. 72 次いで回腸部の内容について，直接塗沫法6枚を
寄生犬鈎虫数は 2隻 α惟虫 1隻，堆虫 1隻〉であ 行い，不受精卵 1個を見出した。その形は長楕円形
る。雌虫 1隻はその子宮内の卵の数が少なく， 2細 で、あって，外殻の一部に歪みがあり，その卵細胞の
胞乃至4細胞に分裂像を呈する卵を 40個前後数え 頼粒はや L大小不同で、あって，色調は帯黄色であっ
られたが，一部の卵は崩壊を起していた。培養を行 た。
ったが，仔虫の府化は認められず，開掛期の卵 1個 次に結腸部の糞便について飽和食塩水法2本を行
が確認された。 い，不受精卵 1個を見出し，次いで直腸部の糞便に
腸内容の検便を行って，小腸便，大腸便より夫々 ついて飽和食塩水法2本を行い，不受精卵 1個を見
犬鈎虫受精卵を検出した。 出した。瓦培養法を夫k，1枚づっ行った持，仔虫 
3) No. 76 陰性で、あった。
寄生犬鈎虫数は 18隻(雌虫 10隻，堆虫8隻〉で 排世便については，仔犬の為に便量は少量であ
ある。雌虫 10隻のうち， 9隻はその子宮内に分裂 り，全量について検便を行い飽和食塩水法3本を行
像を呈する虫卵を認め，培養により仔虫の瞬化を認、 ったが，不受精卵を見出すことが出来なかった。瓦
めた。他の 1隻はその子宮内の虫卵数も少なく，細 培養法は 1枚を行って，仔虫陰性であった。
胞の分裂像は不明瞭であり，その一部の卵は崩壊像 2) No. 77 
を呈しており，培養を行ったが，仔虫の瞬化を認め 犬鈎虫雌のみの単性寄生の第2例の被検犬 No.
なかった。 77は，その雌虫寄生数は 2隻であった。その一隻
腸内容の検便を行って，小腸便，大腸便より夫々 は，全長 226cmの小腸に於いて幽門部より 110cm
犬鈎虫受精卵を検出した。 の距離の小腸部位に寄生しており， 体長は 10mm 
(3) 犬鈎虫雌のみの単性寄生例の検索成績 であった。その子宮内の卵はすべて細胞は不分裂像 
1) No. 73 で，形は多くは類円形であり， その数は 60個前後
犬鈎虫雌のみの単性寄生の第 1例の被検犬 No. 数えられた。この子宮内の卵は培養を行ったが，仔 
73は， その雌虫寄生数は 2隻であった。その一隻 虫の贈化を認めなかった。
は全長 88cmの小腸に於いて幽門部より 18cmの この雌虫の寄生部，位附ー近の小腸内容については，
距離の空腸粘膜に咳着しており，体長は 8.5mmで 直接塗沫法 12枚を行い不受精卵 4個を見出した。
あった。その子宮内の卵はすべて細胞は不分裂像で その形は短楕円形，類円形であり，卵殻は極めて罪
あって， その数は 30個前後数えられた。形は多く 薄であって，その輪廓の明瞭に認められる部分と不
は短楕円形，類円形であり a一清Fの卵は木正形を呈 明瞭な部分がある。卵細胞はやふ萎縮して卵殻との
し，大きさはや L大小不同である。培養を行って， 間に空隙が見られ， その頼粒の一部は透化消失し
仔虫の瞬化を認めなかった。検鏡の際には，上述の て稀薄に見える部分とや L粗大な頼粒の部分が認、
雌虫は尚生存していて， 虫体の緩漫な運動に伴つ められた。次いで飽和食塩水法 1本を併せ行い，
て，その子宮内に存していた卵の中の数個が子宮睦 不受精卵 6個を見出した。その大きさの計測値は，
部より産出される状況を観察し得た。それらの卵の 42.0μx 66.5μ，38.5μx 66.5μ，42.0μx 66.5μ， 
うち， 2個は虫体外に産出されると同時に，その場 38.5μx 66.5μ，42.0μx 70.0μ，35.0μx 70.0μ 
で崩壊してその内容の頼粒が散逸するのを観察し であった。瓦培養法は 1枚を行い，仔虫陰性であっ
た。他の 1隻は幽門部より 20cmの距離の部位に た。
寄生しており，体長は 5mmであった。その子宮内 次に他の 1隻の雌虫は，幽門部より 130cmの距
には虫卵は見当らず，卵巣の卵細胞形成も不明瞭で 離の小腸粘膜に吸着しており，同部位に小出血が見
あった。 られた。体長は 12mmであった。検鏡の際に，こ
上述の例の腸内容については，寄生部位附近の空 の雌虫は尚生存していたが，その子宮内の卵は大部
腸内容について直接塗沫法6枚を行い，不受精卵3 分既に崩壊しており，その卵結胞の頼粒は虫体の運
個を見出した。その 1個の卵の形は短楕円形であ 動に伴って流動していたが，一部の卵はその形を保
り，他の 2個の卵は類円形である。その外殻は極め ち虫卵として観察された。この子宮内の卵は培養を
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行って仔虫の瞬化を認めなかった。 に卵殻内に頼粒として散逸していた。瓦培養法は 4
この雌虫の寄生部位附-近の小腸内容については， 枚を行い，仔虫陰性であった。
直接塗抹法 12枚を行い，不受精卵 11伺を見出した 第 4節者按及び小括
が，このうち 8伺はー標本中に見出した。卵の形は 予備調査に基いて，自然感染を受けた野犬のうち
類円形，短惰円形であり，その内容は概ね同大の卵 に犬鈎虫雌のみの単性寄生例の存在することが判明
細胞の小頼粒により充されており，卵殻の輪廓は極 したので，本調査に於いては，これらの犬鈎虫雌の
めて不明瞭であった。次いで、飽和食塩水法 1本を併 みの単性寄生例の糞便中より，果して不受精卵を見
せ行つたが，不受精卵を見出し得なかった。瓦培養 出し得るかについて検索を行い，不受精卵の形状に
法は 1枚を行い，仔虫陰性であった。 ついて調べた。本調査では，被検犬 23例のうちょ
次に寄生前位以下の腸内容について述べれば，先 り犬鈎虫雌のみの単性寄生例を 2例に見出したが，
づ、小腸末端却の腸内容については，直接塗沫法6枚 この 2例は共にその腸内容に不受精卵を認め，更に
を行い不受精卵 3伺を見出した。形は長楕円形で、あ その 1例はその排世使中にも不受精卵を見出した。
り，その内容は卵郁胞は萎縮して卵殻との間に空際 犬鈎虫不受精卵の形状については， 2，3の報告が
が見られ，粗大な頼粒が認、められた。次いで飽和食 あり，森下(1955)は一見して輸卵管中の虫卵に卵
塩水法 1本を併せ行い不受精卵 2個を見出した。そ 殻をつけ加えたようで，卵殻も罪薄なものもあれ
の大きさの計測値は， 35.0μx 73.5μ，34.5p x 76.0 ば，そうでないものもあり，空胞を 1，2有する虫卵 
μであった。瓦培養法は 1枚を行い，仔虫陰性であ も認められ，一杯に内容の詰ったものや空白部のあ
った。 るものもある。内容は粗大な頼粒，微細な頼粒が入
大腸部の糞便については，直接塗沫法 12枚を行 り交っており，時に便の色をとって寅色を帯びてい
い不受精卵 2個を見出し， 次いで飽和食塩水法 12 るものも見られると述べ，川木(1955)によれば雌
木を併せ行い不受精卵 6個を見出した。飽和食塩水 の子宮より産出直後の虫卵はその卵殻の大きさ，形
法にて見出した不受精卵のうち，計測し得た 3個の には特に異常は見られぬが，卵細胞は分界不明瞭の
卵の大きさは， 52.5μx 70.0μ" 44.0μx 66.5μ， ま~，一部萎縮して卵殻との聞に空隙が見られ，不 
45.5μx 52.5μ で、あった。他の 3{聞の卵は，その卵 規則な塊としてみられるか，叉は卵細胞は萎縮せず
殻は歪みを呈しており，虫卵らしき形をなさずに~ 分界不明瞭のま L卵殻内に充満して周辺梢々不透明
形していた。卵細胞は，夫々萎縮して卵殻との聞に になっている。腸内にて破壊を免れて糞便と共に休
不E形の空隙が見られ，その頼粒は犬小不同，一部 外に排日正された不受精卵の卵殻は梢々膨大し，蛮性
に頼粒の透化消失があり，叉粗大な頼粒状物，水滴 卵の性状を呈していると述べている。楠(1958)は
状物が認められた。瓦培養法は 3枚を行い，仔虫陰 受精卵に比し色調，形状等は同様であるが，卵殻が
性で、あった。 弄薄で，産卵後長時間を経たもの程大きし、。内容は
排世便については，直接塗沫法 12枚を行い不受 小頼粒の充盈するもの多く，卵殻と卵内容との聞に
精卵 2伺を見出した。その 1個の卵の形は長楕円形 空隙を有する，例は比較的少ないが，産出直後の不受
であって，卵粧胞は萎縮しており，水滴状物が見ら 精卵では卵内容が萎縮し，卵殻と卵内容との間に空
れた。他の 1個の卵は外殻の輪廓がやふ不明瞭であ 隙を有するものも見られたと報告している。
り，その内容は大小不同の卵細胞の頼粒に充されて 以上の報告は実験的に犬鈎虫の腸管内或いは腸管
しレ、た。 次いで
精卵 3個を見出した。その 1個の卵の形は長惰円形 て述べたが，今閏の薯岩の調査に於いて，自然感染
でで、あつて，受精卵に比してや L膨大している感じでで、 を受けた野犬の糞便中より見出した不受精卵の形状
ある。大小不同の卵純胞の頼粒の一部は透化消失を について述べれば，不受精卵の卵殻は極めて罪薄でt
呈し，水滴状物が見られた。次の 1個の卵の形は短 あり，受精卵のそれに比して弱々しくもろい感じで
楕円形であって，その短径の左右極がや L不円滑な ある。卵の形は不整であり，類円形，短楕円形，長
輪廓を呈しており，卵細胞は萎縮して大小不同の頼 楕円形を呈し，殊に直腸使，排i世便中では，いびつ
粒の集りとして見られ，その中に水滴状物が認めら な形に菱形している卵もある。更に卵殻は破壊され
れた。他の 1個の卵の形は長楕円形であって，卵殻 易く，子宮内に於いて既に崩壊している場合もあ
の輪廓は極めて不明瞭であり，卵細胞は瓦解した感 り，子宮臆部より産出された直後の卵が，直ちに破
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附図 犬鈎虫不受精卵
図 1 図 2 図 3
単性寄生雌虫の卵管内卵 単性寄生雌虫の子宮内卵 子宮陸部より産出直後の
不受精卵(塗沫法〉
図 4 図 5 図 6
小腸便中の不受精卵 大腸便中の不受精卵 排世便中の不受精卵
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壊されるのを観察し得た場合もあった。叉卵の犬き
さは不揃であり， 因に計測し得た卵の大きさは，
35.0~52;5μx 52.5~76.0μ であった。
子宮内の卵は，その内容は概ね同大の卵細胞の頼
粒により充されているが，子宮陸部より産出された
後は，小腸内容の糞便より見出された卵は，その卵
細胞はや L萎縮して卵殻との問に空隙が見られ，頼
粒の一部に透化消失があり，亦頼粒はや L大小不同
となっている。更に大腸内容の糞便，排世便中より
見出された卵では，その卵細胞は萎縮して卵殻との
聞に不足形の空隙が見られ，その頼粒は犬小不同と
なり i粗大な頼粒状物或いは水滴状物が見られる。
叉卵殻内にその内容が頼粒状に散逸している卵もあ
る。子宮陸部より産出直後の卵は殆んど着色してい
ないが，時間を経た卵は淡掲色或いは黄色を帯びて
いる。これは，不受精卵はその卵殻が弄薄であり，
更に斐性を起しているので，胆汁色素や腸内容によ
り着色され易いのではないかと考えられる。
受精卵では，子宮内に於いて既に 2細胞乃至4細
胞に分裂を起しているので，産卵後，その卵細胞は
時間以内に殆んど全ての卵が膨化或いは破損したと
述べている。叉，石川(1956)は犬鈎虫卵を偏光視 
野で観察して， 単， 2，3，4細胞期の卵は複屈折性
を呈するが，単細胞卵に於いて全く複屈折性を欠く
ものがあり，これを不受精卵と考えたが，鈎虫卵殻
の構成物質がキチジ様物質で、ないかと示唆してい
る。而して堀江等(1953)は，姻虫卵の卵殻の複屈
折性の有無により卵の受精，不受精を鑑別している
が，同氏等によれば，畑虫卵では最初受精によって
卵膜は急激な~化を起し，受精膜となって他の精子
の進入を防ぎ，続いて恋化が進んで卵を保護するた
めの卵殻へと発達し，その間，膜を形成している分
子は光学的に等方体から異方体へと/菱化して複屈折
性を示して〈るものであり，それがキチン様物質に
よると考えた。これに反して不受精卵は受精という
物理的刺激がなく，亦これによってある種の酵素が
活性化されないために，卵の周囲に蛋白膜が附着す
るようになってもiそのような愛化を起さないの
で，複屈折性を示すに至らないであるうと考えた。
以上の諸点により，不受精卵は未発育卵であり，
~性像を呈しでも，その辺縁部の一部は細胞の分裂 卵を保護するための卵殻も未発達で、あって，その為
に一致して円滑な輪廓を示すことが多いが，不受精
卵で、はsその卵細胞は恰も瓦解した感じであり，そ
の辺縁部の輪廓は甚だ不規則である。た Yこれは安
性換が著しい場合には，実際上その区別は困難であ
る。然しながら受精卵の場合には，その卵細胞が安
性家を呈しでいても，その程度に比して卵殻は比較l
的に菱化を受けず，その外殻の愛形は不受精卵のそ
れに比べて著しくない。これに反して不受精卵で
は，上述の如くその卵殻は極めて罪薄であり，卵の
形も大きさも不揃であり，亦破壊され易し、。即ち我
々が糞便中より見出した不受精卵は既に愛性像を呈
してし、るが，受精卵の安性(象を呈したものとの区別
は，顕徴鏡的にはその卵細胞の2iA'1:生像よりは寧ろ卵
殻に差異があるものと考える。
川本(1957)は犬鈎虫の受精卵は Nj10苛性曹達
に容易に~性破壊されるものと考えられる。
今回の著者の成績によれば，不受精卵がその糞便
中に見出されることは甚だ少ない。第 2例の被検犬
の場合も，多数の検査数を行うことにより，その排
世便中に見出されたものであり，その虫卵数も少数
である。即ち犬鈎虫雌のみの単性寄性例に於いて
は，その寄生雌虫数も当然少数であり，またその子
宮内の卵数も犬鈎虫雌堆の両性寄生例の場合に比べ
て少なく，子宮内に於いて既に崩壊している場合も
あり，その為に子宮腫部より虫体外に産出される卵
の数も少ないものと考えられる。楠(1958)は虫体
内に見られる不受精卵の数は，自然感染完熟雌成虫
体内に見られる受精卵の数に比し著しく粗であった
と述べている。更に子宮陸部より虫体外に産出され
た卵も直腸部に達するまでに，腸内容の化学的影
液， 20%塩酸， 10~る及び 30% アンチホルミン，人 響，腸嬬動運動等のために，腸内に於いて斐性破壊
工胃液内にて，その卵細胞は斐性像を呈するが，卵
殻には菱化が見られない。これに反して不受精卵で
は卵殻の~化叉は虫卵の消失を来すとしている。今
井田 (1957)は，犬鈎虫の不受精卵はリシゲ、ノL液内
にて早いものは 24時間で頼粒の透化，消失が始ま
時間で卵殻の方も消失し始めるものがあ48~72り，
るが，受精卵では稀にしか見る ζ とが出来ないと述
べ，楠(1958)件不受精卵を水中に放置すれば， 24 
されて典型的な虫卵としては認められないのであろ
う。以上述べた如く不受精卵が排世使中に破壊され
ないで，虫卵として見出されることは甚だ少ないも
のと考える。
小括:
犬鈎虫雌のみの単性寄生例の糞便中より，不受精
卵を見出し得るかについて検索を行い，不受精卵の
形状について次の成績を得た。
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1) 被検犬 23例のうちより，犬鈎虫雌のみの単 在する可能性があり，更にその糞便中より或いは不
性寄生例を 2例に見出し，この 2例は共にその腸内 受精卵を見出すこともあり得るわけである。然しな
容の糞便中に不受精卵を認め，更にその 1例は排世 がら人鈎虫の場合には，完全駆虫，完全採虫を行う
便中にも不受精卵を見出した。 ことは必ずしも容易ではなく，更に虫卵陰性者に駆 
2) 犬鈎虫雌のみの単性寄生の第 1例は，寄生雌 虫を行うことは実施上困難であるが，著者は一つの
虫は 2隻で，その 1隻は子宮内に不分裂の単細胞卵 試みとして，下記の如く鈎虫卵陰性者に対して駆虫
を認めたが，他の 1隻は未熟な幼若虫体であり，そ を行い，鈎虫雌のみの単性寄生者が存在するか否か
の子宮内には卵を認めなかった。 について調べると共に，その糞便中より鈎虫不受精
第 2例の寄生雌虫も 2隻で，その 1隻は子宮内に 卵の検索を行った。
不分裂の単細胞卵を認めたが，他の 1隻は探虫の際 第 2節検索方法
に尚生存していたが，その子宮内の卵は既に崩壊を 昭和 32年 1月より 3月までの聞に，千葉市郊外
起していた。 某農村地区に於いて検便を行い，先つ官E苦加食塩水 
3) 対照として剖検を行った犬鈎虫雌堆の両性寄 浮群法 1本値(比重 1235前後〉を実施して，鈎虫
生の 3例は，共に腸内容の糞便中に犬鈎虫受精卵を 卵陽性者群と陰性者群とに分けた。
検出し，夫々の寄生雌虫の子宮内の卵は受精卵であ この鈎虫卵陰性者群のうちより， 15~60 才の健康
ることを認めた。 な男女であって，東洋毛様線虫卵，鞭虫卵，畑虫卵 
4) 不受精卵'の形状については，その卵殻は極め 保有者である被検者を任意に抽出した。これらにつ
て罪薄であり，卵の形も大きさも不揃である。子宮 いて瓦培養法 2枚を行って，鈎仔虫陰性であること
内の卵は，その内容は概ね同大の卵紙胞の頼粒によ を確かめ，更に硫苦加食塩水浮、説法3本を併せ行
り充されているが，小腸内容の糞便より見出された い，鈎虫卵陰性を再び確かめると共に鈎虫不受精卵
卵は，その卵組胞はや L萎縮して卵設との間に空隙 の検索を行った。次いで 1週間以内に駆虫を行い，
が見られ，頼粒の一部に透化消失があり，頼粒がや その排虫状況を調べた。駆虫方法は，早朝，朝食を 
L大小不同である。大腸便，排世便中より見出した とらずに四塩化エチレユ/4.5 g Cテトレシ球 15球〕
卵は，その卵細胞は萎縮して卵殻との聞に不定形の を投与し， 2時間後に後下剤として硫苦 25gを与
空隙が見られ，その頼粒は大心不同となり，粗大な えた。便秘者は予め前下剤を用いた。小宮(1954)
頼粒状物或いは水滴状物が見られる。叉卵殻内にそ によれば，大部分の虫体は駆虫剤投与 24時間以内
の内容が頼粒状に散逸している卵もあった。 に排出されるので，滴便採虫は駆虫剤投与後 24時
聞の排便について行った。排出された虫体について
第 4章 人鈎虫不受精卵の検索 は，その種別及び性別の判別，体長の測定を行い，
第1節まえがき 次いで犬鈎虫の場合と同様に雌虫体については，そ
我々が検便を行ってし、る際に，鈎虫の~性卵のみ の子宮内の卵について検鏡を行い，更に培養してそ
を 1個乃至数個見出すことがある。これが果して受 の発育状態を調べた。
精卵の~性[象であるのか，或いは不受精卵であるの 第 3節検索成績
か，その判別は極めて困難である。こうした場合 検便を行った被検者総数は 287名である。硫苦加
に，培養法を行っても仔虫陰性であり，或いは駆虫 食塩水浮、砕法 1本値を行って，鈎虫卵陽性者 68名，
穏便を行って，その排虫状況を調査してもその判断 陰性者 219名であった。(鈎虫卵陽性率 24%)
41名より上記の如く拍出した219こ，の陰性者群 、。Lに苦しむ場合が多 
著者は先に犬鈎虫不受精卵の検索を行い，犬鈎虫 名について，更に瓦培養法2枚，硫苦加食塩水浮活字
の場合は犬鈎虫卵陰性犬群のうちに，犬鈎虫雌のみ 法 3本を併せ行って，鈎虫卵及び仔虫陰性を確認
の単性寄生犬の存在することが判明した。た Y不受 L，次し、でこれらについて駆虫を行った。その排虫
精卵が，糞便中に破壊されないで虫卵として見出さ 状況は第 5表に示す如く 41名のうち， 4名につい
れることは甚だ少ないが，このような雌虫のみの単 て虫体の排出をみた。排出された虫体は，すべてア
性寄生例の排世便中より，不受精卵を見出す可能性 メリカ鈎虫であった。
は考えられる。従って人鈎虫に於ける場合にも，鈎 この 4例のうち，その 2例は鈎虫雌堆の両性寄生
虫卵陰性者のうちに，鈎虫雌のみの単性寄生者の存 で、あって，夫々排出された 1隻づつの雌虫は，検鏡
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第 5表 鈎虫卵及び仔虫陰性者に対する駆虫による排虫成績
体検査 成績
子宮 内卵
検鏡像 培養成績 
定[:
名
i発育像を認めず 
N.a.J ♀ |ωJ +I不分裂像 |発育像を認めず 
251女 農業:wu0ゑ O
N. a.1 ♀ [14.0 I+J不分裂像 |発育像を認めず 
N a1合 1 9.0 I 
N. a.)合 )10.0 ) 
石 Oみ O 女 41 農業 4 N. a.[合 I9.5 j 
N.a. ♀ 13.0 + 
分裂像
(~細細胞様 (発略28育~細刺像1胞期6を細認胞む 23個個 ) 
N.a.l合 I9.51 
N.a.J合 r10.0 
N. a.')合 9.5l
a男 56木O鍋O郎 農業 6 N a|合 [10.0J 
~. a.1合¥ 10.O 1 
N. a.! ~ !13.51 +佐藤 i働!(8-16細胞叩
によりその子宮内に分裂像を呈する卵を認め，更に
子宮内の卵について培養を行い発育像を認めた。他
の2例は鈎虫雌のみの単性寄生であって，夫々排出
された雌虫は，検鏡によりその子宮内には分裂像を
呈する卵を認めず，亦子宮内の卵について培養を行
ったが，発育像を認めなかった。而してこの 2例は
共に硫苦加食塩水浮説法3本を行って，その排世使
中より鈎虫不受精卵を見出し得なかった。
第4節者按及び小括
長野(1956)は畑虫について虫卵陰性者65名に
駆虫を行い， 61名に排虫をみたことを報告し，宮川 
(1956)は姻虫卵陰性者群に駆虫を行って，約半数
に排虫のあったことを報告している。犬鈎虫につい
ては，著者が先に犬鈎虫不受精卵の検索として野犬
について予備調査を行ったが，硫苦加食塩水浮活字法 
12 本並びに瓦培養法 3~4枚を行い，犬鈎虫卵及び
仔虫陰性犬群19例のうち， 10例に虫体の寄生をみ
ている。従って人鈎虫の場合にも，鈎虫寄生の有無、
を糞便中の虫卵の有無を証明することに依って判定
している現在，鈎虫卵陰性者群のうちに，虫体寄生
の存在する可能性は考えられるが，虫卵陰性者に対
して駆虫を行うことは実施上困難であり，叉完全駆
虫，完全採虫を行うことは必ずしも容易ではない。
小宮(1954)によれば，大部分の虫体は駆虫剤投与 
24時間以内に排出され，殊に後下剤投与の場合の
四塩化エチレシに於いてこの傾向が著しいとしてい
るが，亦同氏はた~' 1回の駆虫剤の投与で虫卵が陰
転する場合はむしろ少なく，従って鈎虫の駆虫には
これを 2度， 3度と反覆行うことが通例となってい
るが，大多数の事例においては第1回の駆虫で犬部
分乃至相当部分の虫体は駆除され，少数のものが残
存し，これが屡々完全に駆除し難いと述べてしお。
今回の調査では， 2例のアメリカ鈎虫雌のみの単
位寄生をみたが，これらが仮に完全駆虫，完全探虫
であったとしても，その糞便中に不受精卵が含まれ
ていたかは不確実で、あり，叉極めて少数寄生で，糞
便中の虫卵数も亦極めて少ない場合には，上記の少
数の検査数では，その糞便中より不受精卵を見出す
ことは甚だ困難である。更に不受精卵が容易に破壊
されるものとすれば，浮波法と共に塗抹法も併せ行
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うべきであるう。
人鈎虫の不受精卵については，近年に至り 2，3 
の報告があるが， Beaver (1952)はその薯に於い
て， アメリカ鈎虫不受精卵の所見として“Unlike
inferti1e ascaris eggs，the shell is relatively 
empty，containing only a wrinkled disorganized 
mass of materia1."と記載している。本邦に於い
ては，松崎(1955)は実験的に人体にアメリカ鈎虫
感染仔虫を経口感染せしめて見出した不受精卵につ 
し、て述べ，森下(1955)，川本(1955)，浅田(1955)，
武川等(1956)は検便の際に偶然に発見し正人鈎虫
不受精卵について報告しているが，何れも更に明確
な証明はされてはいなし、。叉岩田(1955)は須永の
方法で卵の瞬化を観察して，確かに不受精卵がある
と考えたが，同氏は之を一応発育不能卵として検討
しており，江口(1955)も理論的には不受精卵は存
在するがまだ検出していないと述べている。以上の
如く人鈎虫の不受精卵の存在については，理論的に
は認められてはいるが，実際にはその証明が明確に
はされてはいない。
今回の調査では鈎虫不受精却を見出すことが出来
なかったが，犬鈎虫不受精卵の形状より推測される
ことは，人鈎虫に於いても不受精卵は，糞便中に破
壊されないで虫卵として見出されることは甚だ少な
し、ものと考える。
小括:
人鈎虫不受精卵を検索する目的で，硫苦加食塩水
浮群法3本，瓦培養法 2枚を行って，鈎虫卵及び仔
虫陰性であった被検者41名に対して駆虫を行い， 4 
名について駆虫後 24時間便中にアメリカ鈎虫の排
出をみた。このうち 2名は雌虫のみの単性寄生であ
って，排出された雌虫体の子宮内の卵は不分裂像で、
あり，培養により発育像を認、めなかった。而してこ
の2例は硫苦加食塩水浮活字法 3本を行って，その排
i世便中に不受精卵を見出すことは出来なかった。
第 5章総括及び結論
自然感染を受けた野犬について前後2囲に亘っ
て，犬鈎虫雌のみの単性寄生例に於ける不受精卵の
検索を行い，不受精卵の存在及び形状について知見
を得た。叉人鈎虫不受精卵についても若干検討を試
みた。
(1) 野犬 40例について予備調査を行い，犬鈎虫
雌のみの単性寄生例を 7例に見出したが，その糞便
中より不受精卵を見出し得なかった。たどその 1例
に於いて，直腸便及び空腸内容の糞便より細胞不分
裂の犬鈎虫卵を見出した。尚単性寄生の雌虫体につ
いては，すべてその子宮内に細胞不分裂の虫卵の存
在を認めた。 
(2) 次に野犬 23例について本調査を行い，犬鈎 
虫雌のみの単性寄生例を 2例に見出し，共にその腸 
内容の糞便中に不受精卵を認め，更にその 1例は排
世便中にも不受精卵を見出した。
(3) 不受精卵の形状については， その卵殻は極
めて弄薄であり，卵の形も大きさも不揃である。子
宮内の卵は，その内容は概ね同大の卵細胞の頼粒に
より充されているが，小腸内容より見出された卵
は，その卵細胞はや L萎縮して卵殻との間に空隙が
見られ，頼粒の一部に透化消失があり，頼粒がや与
大小不同で、ある。大腸便，排世便中より見出された
卵は，卵細胞は萎縮して卵殻との聞に不足形の空隙
が見られ，その頼粒は大小不同となり，粗大な頼粒
状物或いは水滴状物が見られる。叉卵殻内にその内
容が頼粒状に散逸している卵もあった。 
(4) 次いで人鈎虫不受精卵を検索する目的で，
鈎虫卵及び仔虫陰性者41名に対して駆虫を行い， 
4名より駆虫後 24時間便にアメリカ鈎虫の排出を
みた。このうち 2名は雌虫のみの単性寄生で、あった
が，硫苦加食塩水浮説法3本を行って，その排出:使
中に不受精卵を見出すことは出来なかった。
木論文の要旨は昭和30年 4月第 24回日本寄生虫
学会総会並びに昭和 30年 10月第 15回日本寄生虫
学会東日本支部大会に於いて発表した。
摘筆にあたり種々御指導，御校闘を賜わりました
思師柳沢利喜雄教授に深甚なる謝意を表し，終始御
教示，御助言を賜わった水野哲夫助教援に厚く感謝
致します。叉御援助をいたどいた教室員各位に謝意 
を表します。
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